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玉木裕子、小澤晶子：歯科衛生科学生の健康日本21に関する意識調査
−　   −101
あることを学生に認識させ、行動変容を起こさせるように
教育することが大切である。
　わが国で推進されている8020運動を達成するには、齲蝕
や歯周病による歯の喪失を防止しなければならない。将来
歯科衛生士となる学生には、まず自分の口腔ケアについて
十分に意識を高めさせ、専門家として人々に指導・支援が
できるように教育していかなければならないと考える。
まとめ
　健康日本21が策定されてから10年間に新入生の意識にど
のような変化がみられたかを調べる目的で、健康日本21に
設定されている目標値等から30項目を選び、質問票を用い
て調査を行なった。2002年度と2011年度新入生を対象に比
較、検討を行い、以下の結果が得られた。
1．健康日本21の認知度は2011年度が有意に高かった。
2．栄養・食生活では、体重のコントロールを実践している
者は2011年度が有意に高かった。しかしその他の項目
については有意差が認められなかった。
3．身体活動・運動では、意識的に運動を心がけている者、
1日30分以上の運動を週2回以上継続している者とも
2011年度が有意に高かった。
4．休養・こころの健康づくりでは、睡眠による休養を十分
にとれていない者が2011年度で有意に高かった。その
他の項目は有意差が認められなかった。
5．たばこでは、喫煙者には有意差が認められなかった。喫
煙と疾患との関係を理解している者については、ぜん
そく、心臓病、脳卒中、胃潰瘍、妊娠、歯周病の項目
において2011年度が有意に高かった。
6．アルコールでは、飲酒している者、適度な飲酒量の理
解とも有意差は認められなかった。
7．歯の健康では、フッ化物配合歯磨剤の使用、専門家に
よる口腔清掃指導を受けたことがある者、過去1年間の
定期的な歯石除去・歯面清掃については2011年度が有
意に高かった。しかし、歯間清掃用具の使用と定期的
な歯科検診については有意差が認められなかった。
　2011年度は2002年度と比較すると30項目のうち14項目が
有意に高かった。しかし、自らの健康の維持・管理につい
ては意識が低い傾向がみられた。とくに栄養・食生活につ
いては学生に意識的に行動の変容を起こさせるような教育・
指導が必要であることが示唆された。
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